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背景 -聴覚障碍者に向けたノートテイクシステム開発プロジェクト- 

2 

大学は障害者差別解消法により、障碍者への合理的配慮が必要

聴覚障害のある学生への支援の例

ノート 
テイク 

ノート作成  字幕挿入 
パソコン 
テイク 

引用：東京大学バリアフリー支援室．”支援の例”．https://ds.adm.u-tokyo.ac.jp/receive-support/student02.html，2023-11-25参照． 

どれもサポートスタッフ1～2名の支援を前提としている

→人的要因による問題が発生する



背景 -聴覚障碍者に向けたノートテイクシステム開発プロジェクト- 

3 

大学は障害者差別解消法により、障碍者への合理的配慮が必要



背景 -聴覚障碍者に向けたノートテイクシステム開発プロジェクト- 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→講義動画から音声、スライドを抽出し、

　ノートテイキングと要約を作成するシステムを提案する

しかし  ボランティアの不足  ボランティアの能力差  が課題 

大学は障害者差別解消法により、障碍者への合理的配慮が必要

例）パソコンテイク、ノートテイク、ノート作成、字幕挿入



目的 -聴覚障碍者に向けたノートテイクシステム開発プロジェクト- 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授業資料から

聴覚障碍者への合理的配慮のある

補足資料を作る



システム グループA 

グループB 

疑似資料 

アンケート 
＆ 

評価 

目標 -聴覚障碍者に向けたノートテイクシステム開発プロジェクト- 

下記の実験を通して、

グループAの評価 ＞ グループBの評価 のとき目標達成とする
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使用技術 

7 

☆画像処理 

→オンデマンドの講義動画からスライドを抽出。 



業務フロー図 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改善前 

改善後 



システム概要図 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DBサーバ Webサーバ  APサーバ 

Python 

システム構成図 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クライアント 



画面遷移図 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まとめ -聴覚障碍者に向けたノートテイクシステム開発プロジェクト- 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・フロントにPHP、バックエンドにPythonを使用した 

・障害を持つ学生に、より安定した支援が行えるよう

　授業資料から補足資料を作るシステムを作ろう

・大学は障害者差別解消法により、

　障碍者への合理的配慮が必要 

・しかしボランティア不足とボランティアの能力差が課題 


